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p(Tisbounded,K -0)≦ 主等 ,
という評価が得られる｡
i)Kについての数学的帰納法が0<ヨAo<人で出来て､

























入=Ac(a)で pA=0であること (すなわち2次転移であるということ)は､最近 BesuiderLhotltと
Grimmettによって証明された11)0
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